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能
登
半
島 

慕
情 

そ
の
１ 

 
 

― 

帰
省
路 

東
側
を
北
上
す
る 

― 

 

改
め
て
地
図
を
開
き 

日
本
海
に
突
き
出
し
た
能
登
半

島
を
見
る
。
金
沢
に
縁
の
深
い
小
説
家
五
木
寛
之
氏
が
「
角

の
よ
う
に
不
思
議
な
形
を
し
て
い
る
。
私
は
そ
の
特
異
な

形
状
に
魅
力
を
感
じ
て
、
訳
も
な
い
親
し
み
を
覚
え
た
の

だ
。」（
“
百
寺
巡
礼
『
北
陸
』
”）
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
共
感
す
る
の
で
あ
る
。 

若
い
頃
は
車
で
帰
省
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
東
側

コ
ー
ス
は
景
勝
地
雨
晴
海
岸
を
根
本
に
延
々
と
海
岸
線
を

蛇
行
し
て
走
る
こ
と
に
な
る
。
半
島
の
南
北
の
距
離
は
能

登
最
高
峰
宝
達
山
（
６
３
７
ｍ
）
か
ら
舳
倉
島
ま
で
約
２

１
５
ｋ
ｍ
、
東
西
は
約
６
０
ｋ
ｍ
、
総
面
積
が
富
山
県
氷

見
市
を
含
め
て
約
２
１
７
２
．
０
５
ｋ
㎡
で
東
京
都
の
面

積
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
紹
介
の
よ
う
に
半
島
の
姿
は
龍

の
頭
部
ま
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｆ
型
に
も
似
て
見
え
、

そ
の
中
心
街
歴
史
の
「
七
尾
」
そ
し
て
開
湯
１
２
０
０
年

を
誇
る
温
泉
地
「
和
倉
」
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
や
が
て
古

い
仕
来
り
の
ボ
ラ
待
ち
櫓
が
見
え
て
来
る
。
内
浦
と
呼
ば

れ
る
景
観
の
リ
ア
ス
式
海
岸
は
ず
う
っ
と
続
き
、
湖
の
よ

う
に
穏
や
か
な
凪
の
日
が
多
く
、
イ
ル
カ
の
生
息
や
塩
田

業
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
を
し
の
ぶ
痕
跡
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。 

恋
路
海
岸
に
至
れ
ば
私
の
幼
い
頃
の
目
と
心
の
エ
リ
ア

と
な
る
。
見
附
島
か
ら
鉢
ケ
崎
の
海
岸
沿
い
は
、
当
時
戦

争
で
周
り
の
樹
木
伐
採
に
よ
り
高
台
の
生
家
か
ら
自
ず
と

遠
望
で
き
た
懐
か
し
い
真
に
有
難
い
世
界
で
あ
る
。
半
島

は
こ
の
視
線
か
ら
間
も
な
く
し
て
禄
剛
崎
を
終
着
地
と
す

る
。 

 
 

 
 

 
(

押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉)  

ＶＯＬ．２５ ２０１４．０７ 

平成２６年７月発行 

〈
東
京
事
務
所
と
首
都
圏
誘
客
推
進
室
の
皆
さ
ん 

前
列
右

端
が
松
原
所
長
〉 

珠洲の空に羽ばたく 朱鷺   撮影：正院 濱木 満喜氏（本年 2月） 

「東京奥能登応援団のホームページ」アドレスは http://okunoto.net です。 

http://okunoto.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

写
真
右
は
珠
洲
市
三
崎
町
の
水
田
で
一
羽
で
ダ
ン
ス
を

踊
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
（
本
年
３
月
） 

 
 

（
撮
影 
１
面
と
同
じ
く 

濱
木 

満
喜 

氏
） 

い
し
か
わ 

D
E

 

ワ
ー
ク
ス
テ
イ 

 

７
月
２
０
・
２
１
日 

飯
田
燈
籠
山
祭
り
（
珠
洲
市
） 

 

７
月
２
６
日 

松
波
人
形
キ
リ
コ
祭
り
（
能
登
町
） 

 

７
月
２
８
日 

能
登
半
島
最
北
端
の
灯
り
（
珠
洲
市
） 

 

８
月
７
日 

宝
立
七
夕
キ
リ
コ
祭
り 

 

８
月
２
２
日
・
２
５
日 

輪
島
大
祭 

 

９
月
１
０
日
・
１
１
日 

蛸
島
キ
リ
コ
祭
り 

 

９
月
１
４
日
・
１
５
日 

正
院
キ
リ
コ
祭
り 

 

９
月
１
６
日
・
１
７
日 

柳
田
大
祭 

 

９
月
２
０
日
・
２
１
日 

小
木
袖
キ
リ
コ
祭
り 

 

東京奥能登応援団だよりＶｏｌ.2５  平成 2６年（２０１４）０７月発行 

○ 
珠
洲
市
・
飯
田
燈
籠
山
祭
り
の
お
手
伝
い 

７
月
２
０
～
２
１
日 

１
泊
２
日 

山
車
曳
き
手 

民
家
・
近
隣
宿
泊
地 

負
担
額 

３
０
０
０
～
５
０
０
０
円 

○ 

珠
洲
市
・
キ
ノ
コ
山
の
下
草
刈
り
作
業
の
お
手
伝
い 

１
１
月
１
～
３
０
日 
１
泊
２
日
か
ら 

民
宿
泊 

負
担
額 

３
０
０
０
円
程
度 / 

泊 

○ 

能
登
町
・
春
蘭
の
里
地
区
の
景
観
保
全
の
お
手
伝
い 

７
～
８
月 

４
日
間
（
３
泊
）
ま
で 

農
家
民
宿
又
は
交
流
宿
泊
施
設 

無
料（
４
泊
目
か
ら
参
加
者

負
担
） 

○ 

輪
島
市
・
間
垣
の
差
し
替
え
作
業
の
お
手
伝
い 

１
０
月
中 

３
～
４
日
間
（
２
～
３
泊
） 

民
宿
泊 

負
担
額 

５
０
０
０
円 / 

泊 

○ 

輪
島
市
・
黒
島
天
領
祭
の
お
手
伝
い 

８
月
１
７
～
１
８
日 

１
泊
２
日
間 

民
宿
泊 

負
担
額 

５
０
０
０
円 / 

泊 

○ 

輪
島
市
・
キ
リ
コ
祭
り
の
担
ぎ
手
等
お
手
伝
い 

８
月
２
３
～
２
４
日 

１
泊
２
日
間 

民
宿
泊 

負
担
額 

２
５
０
０
円 / 

泊 

 

☆
「
い
し
か
わ 

D
E

 

ワ
ー
ク
ス
テ
イ
」
に
関
す
る
お
問
い

合
せ 

 
 

石
川
県
地
域
振
興
課 

 
 

 
 

電
話
０
７
６
（
２
２
５
）
１
３
１
２ 

 

２ 

☆
ふ
る
さ
と
行
事
～
奥
能
登
の
夏
・
秋
祭
り 

 

７
月
４
・
５
日 

あ
ば
れ
祭
（
能
登
町
宇
出
津
） 

 

７
月
２
０
日 

恋
路
火
祭
り
（
能
登
町
恋
路
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
開
催 

  
５
月
２
４
日
（
土
）
千
代
田
区
内
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
に
お
い
て
、
飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
７
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
冒

頭
谷
辰
夫
支
部
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
来
賓
祝
辞
で
井

下
守
飯
田
高
校
学
校
長
が
母
校
の
現
況
を
報
告
し
、
「
文

武
両
道
」
や
「
故
郷
を
誇
り
に
想
う
」
教
育
な
ど
飯
田
高

校
の
特
色
を
強
調
し
た
。
続
い
て
田
中
栄
俊
珠
洲
市
教
育

長
（
第
１
８
回
生
）
が
「
能
登
地
方
に
お
け
る
小
中
学
教

育
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
し
、
少
子
化

の
中
で
宝
立
小
中
学
校
の
一
貫
教
育
が
始
ま
り
、今
後
大

谷
、
三
崎
と
小
中
一
貫
校
に
よ
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
く

方
向
に
あ
る
と
述
べ
た
。 

 

懇
親
会
は
、
安
田
正
副
会
長
の
挨
拶
、
谷
克
巳
前
支
部

長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
ア
ン
ナ
・
ス
タ
ル
ノ
フ
ス
カ
ヤ
さ

ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
独
奏
や
キ
リ
コ
祭
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

放
映
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
冬
公
開
を
目
指
す
珠
洲
市
を
舞

台
に
し
た
劇
場
用
映
画
「
さ
い
は
て
に
て
」
の
東
映
・
大

久
保
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
映
画
の
紹
介
が
あ
り
、
１
０

年
越
し
の
制
作
過
程
や
映
画
の
魅
力
を
語
っ
た
。デ
モ
映

写
の
風
景
に
参
加
者
の
心
を
動
か
し
、ふ
る
さ
と
談
義
に

一
層
花
が
咲
い
た
。
会
場
の
一
隅
に
出
展
し
た
塩
田
村
本

舗
の
”
ミ
ニ
物
産
展
”
で
は
地
酒
や
お
菓
子
が
売
り
切
れ

と
な
る
好
評
で
あ
っ
た
。
最
後
に
全
員
で
校
歌
、
応
援
歌

を
合
唱
し
、
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
総
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
：
写
真
下
） 

東京奥能登応援団だよりＶｏｌ.2５  平成 2６年（２０１４）０７月発行 

飯田高校同窓会東京支部総会での校歌合唱の風景 

飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
の

皆
様
（
敬
称
略
） 

  

○
支
部
長 

 

谷 

辰
夫 

 

○
副
支
部
長 

安
田 

正
、
神
尾 

昌
、
山
崎
敦
子 

 
 

 

 

○
幹
事
長 

 

光
眞 

章 

 

○
幹 

事 
 

鹿
肝
泰
春
、
松
木
茂
雄
、
橋
本
昌
幸
、 

 

 
 

 
 

 
 

 

本
田
ゆ
り
子 

 

○
監 

事 
 

笠
原
英
二
、
畠
中 

尚 

３ 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説 

 
 

 
 

「
ま
れ
」
が
来
春
か
ら
ス
タ
ー
ト 

 

来
年
３
月
か
ら
輪
島
市
を
主
な
舞
台
に
ケ
ー
キ
職
人
を
目
指
す
ヒ

ロ
イ
ン
・
希
（
ま
れ
）
の
成
長
を
描
い
た
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
る
。

脚
本
は
篠
崎
絵
里
子
さ
ん
。 

 

石
川
県
を
舞
台
に
し
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
昭
和
４
８
年
度
の

「
北
の
家
族
」
以
来
、
４
２
年
ぶ
り
と
の
こ
と
。 

 

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
た
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決
定

に
、
喜
び
に
沸
く
地
元
で
は
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
た
観
光
客
の
増
加

に
備
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。 

 

東
京
奥
能
登
応
援
団
は
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
よ
り
平
成
２
０
年
の
発
足
か
ら
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。 

 
 

 

代 

表 
 

光
眞 

 

章 

 
 

 

副
代
表 

 

下
平 

康
次 

の
体
制
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

事
務
局
か
ら 

 

武
船
橋
店 

○
９
月
２
３
～
２
９
日 

第
５
回
金
沢
・
能
登 

美
味 

 

と
美
技 

栃
木
県
・
福
田
屋
宇
都
宮
店 

○
９
月
２
７
・
２
８
日 

ツ
ー
リ
ズ
ムE

X
P

O

ジ
ャ 

 

パ
ン
２
０
１
４ 

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト 

○
１
０
月
２
４
日 

い
し
か
わ
県
人
祭
イ
ン
東
京 

 
 

 

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
（
左
ポ
ス
タ
ー
参
照
） 

○
１
０
月
２
６
日 

日
本
橋
・
京
橋
祭
り 

キ
リ
コ
・ 

 
 

 

加
賀
鳶
・
山
代
大
田
楽
パ
レ
ー
ド
・
石
川
の
楽
市
楽 

 

座 

 

○
７
月
２
６
日
（
土
） 

 

「
第
２
回
い
し
か
わ
百
万
石
の
集
い
」 

 

新
宿
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京 

○
７
月
２
６
日
・
２
７
日
目
黒
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス 

 

テ
ィ
バ
ル
（
石
川
物
産
展
） 

○
８
月
２
・
３
日 

品
川
納
涼
祭
（
能
登
空
港
キ
ャ
ン 

 

ペ
ー
ン
） 

西
大
井
広
場
公
園 

○
９
月
９
～
１
５
日 

第
１
回
い
し
か
わ
百
万
石
物 

 

語
展 

西
武
そ
ご
う
百
貨
店 

○
９
月
１
１
日
（
木
）
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

金
沢
東
京
公
演 

渋
谷
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル 

○
９
月
１
１
～
１
７
日 

北
陸
三
県
の
物
産
展 

東 

首
都
圏
の
ふ
る
さ
と
関
連
行
事 

４ 

 

 

 


